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大
分
地
方
本
部
は
、
5
月
15

日
（
水
）
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

に
て
安
全
・
衛
生
委
員
と
の
学

習
会
を
開
催
し
た
。
大
分
支
社

の
安
全
衛
生
委
員
、
地
本
役
員

と
中
央
本
部
か
ら
大
久
保
書
記

長
が
参
加
し
た
。
当
日
は
大
久

保
書
記
長
よ
り
労
働
災
害
の
発

生
状
況
や
安
全
衛
生
委
員
会
の

目
的
、
安
全
衛
生
委
員
の
活
動

と
取
り
組
み
、
安
全
に
関
す
る

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
、
安
全
衛

生
委
員
と
の
意
見
交
換
を
行
な

っ
た
。

労働安全衛生法は、労働基準法と相まって、労働
災害の防止のための危害防止基準の確立、責任体制
の明確化及び自主的活動の促進の措置を講ずる等そ
の防止に関する総合的計画的な対策を推進すること
により職場における労働者の安全と健康を確保する
とともに、快適な職場環境の形成と促進を目的とす
る。となっています。 「労働安全衛生法第１条」

【安全衛生委員会の目的】 意
見
交
換
会
で
は
、
組
合

員
よ
り
意
見
を
集
約
す
る
為

の
方
法
に
つ
い
て
や
委
員
会

開
催
前
の
事
前
資
料
の
提
供

に
つ
い
て
、
委
員
会
出
席
に

あ
た
り
勤
務
の
手
配
方
、
各

職
場
単
体
で
の
安
全
衛
生
委

員
の
設
立
な
ど
様
々
な
意
見

を
頂
い
た
。

４
月
27
日
、
大
分
市
の
大

分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
か
れ

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
53
名
、

連
合
大
分
の
加
盟
組
織
か
ら

約
30
団
体
、
計
約
１
８
６
０

人
（
主
催
者
発
表
）
が
「
す

べ
て
の
働
く
仲
間
の
生
活
向

上
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
」
と

す
る
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択

し
た
。

式
典
で
は
、
実
行
委
員
長

を
務
め
る
連
合
大
分
の
石
本

健
二
会
長
が
能
登
半
島
地
震

に
触
れ
、
「
春
闘
に
よ
り
日

本
経
済
の
好
循
環
と
活
力
を

取
り
戻
す
こ
と
が
、
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
支
援
の
環
境

整
備
と
加
速
化
に
つ
な
が
る

」
と
強
調
。
来
賓
の
佐
藤
知

事
は
「
中
小
企
業
の
皆
様
が

将
来
に
期
待
を
持
て
る
施
策

を
一
緒
に
進
め
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
祭

典
の
部
で
は
、
お
楽
し
み
抽

選
会
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
小
雨
の
中
、
例
年

と
は
異
な
る
会
場
に
も
関
わ

ら
ず
参
加
し
て
下
さ
っ
た
多

く
の
組
合
員
と
家
族
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
95
回
メ
ー
デ
ー

大
分
県
中
央
大
会
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